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て 本
い 県
る 周
こ 辺
と の

た で
た と 豊 私 附
ず り か た 則
ま わ な ち
い け 自 の
を 、 然 ふ
残 本 に る
し 県 恵 さ
、 の ま と
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か 海
ら 域
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富 園
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県 定
の さ
名 れ
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こ
の
条
例
に
お
い

第 第（ （
二 定 活 県 目一
条 義 の 、 的条

） 確 市 ）
こ 保 町 こ
の に 、 の
条 寄 事 条
例 与 業 例
に す 者 は

を で 豊
決 、 こ か
意 環 でこ

第 し 境 美に
一 、 へ し私
章 こ の いた

の 負 県ち
総 条 荷 土は
則 例 の づ、

で 課 げ に
環 こ 題 と 影 し
境 の と な 響 か
の た な る を し
美 め っ な 及 な
化 、 て ど ぼ が
の 私 い 水 し ら
取 た る 産 て 、
組 ち 。 業 い 近

の で 産
世 あ こ 業 こ
代 り う の の
に 、 し 重 よ
引 高 た 要 う
き 齢 恵 な な
継 化 み 生 多
い が 豊 産 彩
で 進 か 基 で

て
「
廃
棄
物
」
と
は
、
廃
棄
物

お る 、 、
い こ 県 美
て と 民 し

を 等 く「
県 目 及 快
民 的 び 適
等 と 関 な
」 す 係 山
と る 団 口
は 。 体 県
、 が づ
県 一

を 少 くす
制 な りべ
定 い をて
す 持 推の
る 続 進県
。 的 し民

な てが
発 い一
展 く体
が こと
可 とな
能 が

を 一 に る 年
実 人 深 。 、
践 一 刻 一 里
す 人 な 方 山
る が 影 、 に
と 、 響 海 お
と ふ を 洋 け
も る 及 漂 る
に さ ぼ 流 廃
、 と し ご 棄
県 の て み 物
民 美 お 、 の

い み な 盤 豊
く 、 美 と か
こ 止 し な な
と む い っ 自
は こ 自 て 然
、 と 然 い は
現 の や る 、
在 な 良 。 豊
を い 好 か
生 人 な で
き 口 景 潤
る 減 観 い

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

く
民 体 り
、 と に
県 な つ
内 っ い
に て て滞 美 、在 し 基す く 本る 快 理者 適 念及 な

っ
な 極て
社 め、
会 て県
を 重民
構 要総
築 と参す な加る っにこ てよと いるに る

、 し り 海 不
事 い 、 岸 法
業 自 そ 漂 投
者 然 の 着 棄
、 や 発 ご は
関 良 生 み 、
係 好 の 及 美
団 な 抑 び し
体 景 制 海 い
、 観 と 底 景
市 が 円 堆 観

私 少 は の
た に 、 あ
ち 悩 快 る
の ま 適 県
使 さ な 民
命 れ 生 生
で る 活 活
あ 時 環 を
る 代 境 確
。 に を 保

あ 確 す
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

をび 山 定県 口 め内 県 、を づ 特通 く に過 り 環す を 境る 推 の者 進
美を し
化い 、

環よ 。境り の、 美健 化全 及で び恵 保み 全豊
にか
係な

町 か 滑 積 を
及 け な ご 損
び が 処 み ね
県 え 理 の る
が の は 増 だ
協 な 、 大 け
働 い 今 は で
し 財 や 、 な
て 産 周 美 く
、 で 辺 し 、
環 あ 国 い 水

り 保 る
な し た
が よ め
ら う の
も と 地
、 す 産
こ る 地
う 先 消
し 人 を
た の 推
環 日 進

第
百
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七
号
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条
第

のう も
推。 っ
進て
に現
関在
し及
必び
要将
な来
事の
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る快
運適
動環
を境
展県
開や
すま
るぐ
とち
との
も創

境 る と 自 源
の こ 連 然 の
保 と 携 や 水
全 を し 良 質
及 深 て 好 の
び く 取 な 悪
再 認 り 景 化
生 識 組 観 を
に し ま へ 招
寄 つ な の く
与 つ け 影 な

境 々 す
を の る
営 取 上
々 組 で
と の 、
守 積 農
っ み 林
て 重 水
き ね 産
た に 業
取 よ を

一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物

を民
定の
め健
る康
こで
と文
に化
よ的

な り
生 、

に造
、を
限目
り指
あし
るて
環い
境く
のこ

と 中

す 、 れ 響 ど
る 身 ば ば 、
こ 近 な か 私
と な ら り た
を 日 な か ち
旨 常 い 、 の
と 生 国 漁 生
し 活 際 獲 活
て の 的 の 環
、 中 な 妨 境

組 っ は
の て じ
記 培 め
憶 わ と
と れ す
併 て る
せ き ふ
て た る
将 も さ
来 の と
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び
市

第 町
二 が
章 行

う
環 環
境 境

第 第（ （
六 県 意 五 事
条 民 識 条 業

等 の 者
県 の 啓 事 の
民 責 発 業 責
等 務 に 者 務
は ） 努 は ）
、 め 、

３ ２ 第
の 要 関 四
と 県 な 県 す 条
す は 支 は る
る 、 援 、 総 県
。 環 に 環 合 は

境 努 境 的 、
美 め 美 な 前
化 る 化 施 条

２ 第（
県 ら て 三
の な 美 遂 条
責 い し 行
務 。 く す 美
） 快 る し

適 こ く
な と 快
山 に 適

４ ３（
基 て を
本 い こ こ い
理 た の の う
念 一 条 条 。
） 団 例 例

の に に
樹 お お
林 い い

の 美
美 化
化 施
の 策
推 に
進 協

力
す
る
よ
う
努

基 、 そ
本 県 の
理 及 事
念 び 業
に 市 活
の 町 動
っ が を
と 行 行
り う う
、 環 に
地 境 当
域 美 た

施 も 施 策 に
策 の 策 規（
を と を 以 定
推 す 推 下 す
進 る 進 る「
す 。 す 環 基
る る 境 本
た た 美 理
め め 化 念
、 、 施 （
必 市 策 以
要 町 」 下

口 よ な
県 り 山
づ 行 口
く わ 県
り れ づ
は な く
、 け り
県 れ は
、 ば 、
市 な 自
町 ら ら
、 な が

地 て て
又 「 「
は 里 美
こ 山 観
れ 」 」
と と と
草 は は
地 、 、
、 人 美
湿 が し
地 日 い
、 常 自

め
る
も
の
と
す
る
。

の 化 っ
環 施 て
境 策 は
の に 、
美 協 基
化 力 本
に す 理
関 る 念
す よ に
る う の
活 努 っ

に と と 「
応 連 い 基
じ 携 う 本
、 を 。 理
国 図 ） 念
又 る を 」
は と 策 と
他 と 定 い
の も し う
地 に 、 。
方 、 及 ）

事 い 行
業 。 う
者 と
、 い
県 う
民 認
等 識
及 の
び 下
関 に
係 、

水 生 然
辺 活 及
地 を び
そ 営 良
の ん 好
他 で な
こ い 景
れ る 観
ら 地 を
に 域 い
類 に う

動 め と
る り（

以 も 、
下 の 美

と 観「
環 す の
境 る 保
美 。 持
化 及
活 び
動 回

公 市 び に
共 町 実 の
団 が 施 っ
体 行 す と
に う る り
対 環 責 、
し 境 務 美
、 美 を し
意 化 有 く
見 施 す 快
を 策 る 適

団 県
体 、
が 市
、 町
相 、
互 事
に 業
連 者
携 、
を 県
図 民

す 隣 。
る 接
状 し
況 、
を 又
呈 は
し 近
て 接
い す
る る
土 土

」 復
と に
い 努
う め
。 る
） と
を と
自 も
ら に
進 、
ん こ

述 に 。 な
べ つ 山
、 い 口
又 て 県
は 、 づ
必 情 く
要 報 り
な の 、
措 提 と
置 供 り
を 、 わ

り 等
な 及
が び
ら 関
協 係
働 団
す 体
る が
こ 、
と そ
に の

地 地
と の
が う
一 ち
体 、
と 人
な が
っ 維
て 持
い 管
る 理

三

で れ
行 ら
う に
と 関
と す
も る
に 従
、 業
県 者
及 の

講 技 け
ず 術 環
る 的 境
よ な の
う 助 美
要 言 化
請 そ の
す の 推
る 他 進
も 必 に

よ 責
り 務
行 又
わ は
れ 役
な 割
け を
れ 自
ば 覚
な し

も し
の 、
を 若
い し
う く
。 は

か
つ
て
し
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第
十
一
条

県
は
、
美

第（
県 三 二 一 美 十
民 化 条
一 前 県 環 活
斉 二 民 境 動 知
環 号 等 美 の 事
境 に と 化 連 は
美 掲 連 活 携 、
化 げ 携 動 協 美

第 ５ ４（ （
環 九 環
境 条 境 前 知
美 美 二 事
化 県 化 項 は
活 は 活 の 、
動 、 動 規 基
の 県 の 定 本
連 民 支 は 方

３ ２ 第
三 二 一 八

知 前 条
事 前 環 環 項
は 二 境 境 に 知
、 号 の の 規 事
基 に 美 美 定 は
本 掲 化 化 す 、
方 げ の に る 環

３ ２ 第（ （
基 七 美
本 何 何 条 観
方 人 人 の
針 も も 何 保
） 、 、 人 持

里 水 も 及
山 源 、 び
、 及 里 回

観
の
保
持
及
び
回
復
に
対
す
る

活 る し に 力 観
動 も て 関 体 の
促 の 行 す 制 保
進 の う る を 持
期 ほ 環 県 整 及
間 か 境 民 備 び
） 、 美 等 す 回

環 化 の る 復
境 活 意 こ の
美 動 識 と た
化 に の が め
活 関 啓 で 必

携 等 援 、 針
協 及 ） 基 を
力 び 本 定
体 関 方 め
制 係 針 た
） 団 の と

体 変 き
が 更 は
自 に 、
発 つ 遅
的 い 滞
に て な

針 る 推 つ 基 境
を も 進 い 本 美
定 の 体 て 方 化
め の 制 の 針 施
る ほ に 広 策（
に か 関 報 以 を
当 、 す に 下 推
た 環 る 関 進「
っ 境 事 す 基 す
て の 項 る 本 る
は 美 事 方 た
、 化 項 針 め

湖 び 山 復
沼 水 、 並
、 源 湖 び
海 に 沼 に
岸 影 、 廃
、 響 海 棄
海 が 岸 物
洋 あ 、 の
、 る 海 投
水 と 洋 棄
源 認 そ の
そ め の 禁

事
業
者
及
び
県
民
等
の
関
心

動 す 発 き 要
に る に る が
関 事 関 。 あ
す 項 す る
る る と
事 事 認
項 項 め

る
と
き
は

行 準 く
う 用 、
環 す こ
境 る れ
美 。 を
化 公
活 表
動 し
が な
促 け
進 れ

県 に 」 の
民 関 と 基
の し い 本
意 必 う 方
見 要 。 針
を な ） を
反 事 に 策
映 項 は 定
す 、 し
る 次 な
こ に け

の ら 他 止
他 れ 公 ）
公 る 共
共 地 の
の 域 場
場 の 所
所 保 の
に 護 美
お に 観
い 努 の
て め 保

及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
、

、
事
業
者
及
び
関
係
団
体
と

さ ば
れ な
る ら
よ な
う い
に 。
、
必
要
な
支

と 掲 れ
が げ ば
で る な
き 事 ら
る 項 な
よ を い
う 定 。
必 め
要 る
な も
措 の

み な 持
だ け 及
り れ び
に ば 回
廃 な 復
棄 ら に
物 な 努
を い め
捨 。 な
て け
て れ

県
民
一
斉
環
境
美
化
活
動
促

の
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ

援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

置 と
を す
講 る
ず 。
る
も
の
と
す
る
。

は ば
な な
ら ら
な な
い い
。 。

進
期
間
を
設
け
る
。

る
事
項
に
つ
い
て
、
環
境

四
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第
こ 十
の 三
条 附 条
例
は 則 知
、 事
公 は
布 、

第 ２（ （
啓 の 十 学
発 充 二 習 県
） 実 条 の は

を 振 、
図 県 興 県
る は 等 民
も 、 ） 一
の 美 斉

の 環
日 境
か 美
ら 化
施 施
行 策
す を
る 推
。 進

す
る
た

と 観 環
す の 境
る 保 美
。 持 化

及 活
び 動
回 促
復 進
並 期
び 間
に の
そ 趣

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

の 旨
取 に
組 ふ
の さ
歴 わ
史 し
に い
対 事
す 業
る を
事 実

き
は
、
事
業
者
及
び
県
民
等

業 施
者 す
及 る
び も
県 の
民 と
等 す
の る
関 。
心
及

に
対
し
、
啓
発
を
行
う
こ
と

び
理
解
を
深
め
る
た
め
、
学

五

が
で
き
る
。

習
の
振
興
及
び
広
報
活
動
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